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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月28日(2016.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載のマイクロホンスタンドであって、
　前記第一および第二の筒状パーツのうち、前記マイクロホンスタンドの起立状態におい
て上側に位置する筒状パーツの各側面には、前記マイクロホンの筺体角部が挿入される第
三の切り込みが形成され、
　前記マイクロホンは、矩形上の筺体台座を備えており、当該筺体台座の角部が前記第三
の切り込みから外側に突き出すようにして、前記第三の切り込みが形成された筒状パーツ
の内側に配置される
　ことを特徴とするマイクロホンスタンド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図３（Ａ）～（Ｄ）に示すように、最上段連結パーツ１の上端部には、４つの側面１４
Ａ～１４Ｄのそれぞれに１つずつ、それぞれの側面１４Ａ～１４Ｄの幅方向に沿ったマイ
クロホン保持スリット（切り込み）１５Ａ～１５Ｄが形成されている。これらのマイクロ
ホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄは、起立姿勢のマイクロホンスタンド１００においてほ
ぼ同じ高さに位置付けられ、互いに異なる稜線１６Ａ～１６Ｄの位置から、それぞれの側
面１４Ａ～１４Ｄの軸心方向の中心線１７Ａ～１７Ｄを超える位置まで伸びている。これ
らのマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの内部には、それぞれ、最上段連結パーツ
１の上端部内側に挿入された音響特性測定用マイクロホン７の筐体台座７１の角部７４Ａ
～７４Ｄが挿入される。そして、音響特性測定用マイクロホン７のがたつきを防止するた
め、各マイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄを囲む切り口（縁部）には、それぞれ、
音響特性測定用マイクロホン７の筺体の形状に応じた位置に、音響特性測定用マイクロホ
ン７の筺体が係合する切り込み１２Ａ～１２Ｄが入れられている。例えば、本実施の形態
においては、音響特性測定用マイクロホン７の筺体が四角錐形状を有しているため、各マ
イクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄを囲む切り口には、対応する側面１４Ａ～１４Ｄ
の軸心方向の中心線１７Ａ～１７Ｄの位置に、上方に向かう三角形状の切り込み１２Ａ～



(2) JP 2015-103822 A5 2016.11.17

１２Ｄが入れられ、これらの切り込み１２Ａ～１２Ｄに音響特性測定用マイクロホン７の
筺体の各稜線部７３が係合するようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、最上段連結パーツ１には、最上段連結パーツ１の上端面（上端部側の開口を囲む
縁部）からいずれか１つのマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄ（ここではマイクロ
ホン保持スリット１５Ａ）につながるコード挿入用スリット（切り込み）１８が、このマ
イクロホン保持スリット１５Ａの一方の端部が位置する稜線１６Ａに沿って形成されてい
る。最上段連結パーツ１の上端部内側に音響特性測定用マイクロホン７を挿入する際、音
響特性測定用マイクロホン７の所定の台座角部７４Ａから引き出されたコード７２は、最
上段連結パーツ１の上端面側からコード挿入用スリット１８を介してマイクロホン保持ス
リット１５Ａに挿入される。このとき最上段連結パーツ１の上端面側からコード挿入用ス
リット１８内にコード７２をスムーズに導入できるように、コード挿入用スリット１８両
側の２つの側面１４Ａ、１４Ｂの角部が、最上段連結パーツ１の上端面から稜線１６Ａに
対して斜めに切り落とされ、コード挿入用スリット１８のスリット幅が、最上段連結パー
ツ１の上端面側において広げられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　最上段連結パーツ１の各稜線１６Ａ～１６Ｄに対応する角部のうち、コード挿入用スリ
ット１８が位置する角部以外の角部（本実施の形態においては、コード挿入用スリット１
８が位置する角部に対向する角部）には、起立姿勢のマイクロホンスタンド１００におい
てマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄよりも下方の位置にマイクロホン固定用スリ
ット（切り込み）１０が形成されている。このマイクロホン固定用スリット１０は、最上
段連結パーツ１の稜線１６Ｃと交差し、この稜線１６Ｃ両側の側面１４Ｃ、１４Ｄにおい
てほぼ水平方向に伸びている。マイクロホン保持スリット１５Ａの内部に収容された音響
特性測定用マイクロホン７の台座角部７４Ａから引き出されているコード７２は、最上段
連結パーツ１の稜線１６Ｃに対応する角部からマイクロホン固定用スリット１０内に挿入
され、連結パーツ１の軸心に向けてこのマイクロホン固定用スリット１０の両端部まで押
し込まれる（図３（Ｄ）参照）。ここで、マイクロホン固定用スリット１０は、音響特性
測定用マイクロホン７のコード７２の径よりもやや狭いスリット幅を有しており、マイク
ロホン固定用スリット１０の切り口には、マイクロホン固定用スリット１０の両端部の位
置に、上方向に向かう切り込み１３が入れられている。このため、マイクロホン固定用ス
リット１０の両端部まで押し込まれたコード７２は、これらの切り込み１３内にしっかり
とくわえ込まれる。これにより、コード７２がこれらの切り込み１３に把持されるため、
マイクロホン固定用スリット１０からのコード７２の抜け出しが防止される。また、マイ
クロホン固定用スリット１０の上下において、最上段連結パーツ１の稜線１６Ｃに対応す
る角部が、マイクロホン固定用スリット１０に対して斜めに切り落とされ、マイクロホン
固定用スリット１０のスリット幅が、最上段連結パーツ１の稜線１６Ｃ側において広げら
れている。このため、最上段連結パーツ１の稜線１６Ｃに対応する角部からマイクロホン
固定用スリット１０の内部に、コード７２をスムーズに案内することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、最上段連結パーツ１の各稜線１６Ａ～１６Ｄに対応する角部のうち、少なくとも
１つの角部（本実施の形態においては、稜線１６Ｂに対応する角部）には、軸心方向に所
定の間隔をおいて並ぶ複数の高さ調整用スリット１９が形成されている。最上段連結パー
ツ１と中間連結パーツ２とのスライド操作によって中間連結パーツ２の連結用スリット（
後述）２２がいずれか１つの高さ調整用スリット１９に位置合わせされた状態で、マイク
ロホン固定用スリット１０を経由したコード７２は、中間連結パーツ２の連結用スリット
２２から露出した高さ調整用スリット１９内に挿入され、この高さ調整用スリット１９の
両端部まで押し込まれる（図４（Ｃ）参照）。ここで、高さ調整用スリット１９の切り口
には、高さ調整用スリット１９の両端部の位置に、上方向に向かう切り込みが入れられて
いる。そして、高さ調整用スリット１９の両端部まで押し込まれたコード７２は、中間連
結パーツ２の連結用スリット（後述）２２の切り口によって押圧されて、これらの切り込
み内にしっかりくわえこまれる。これにより、コード７２がこれらの切り込みに把持され
るため、高さ調整用スリット１９からのコード７２の抜け出しが防止される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、それぞれの高さ調整用スリット１９の上側において、最上段連結パーツ１の稜線
１６Ｂに対応する角部が、それぞれの高さ調整用スリット１９に対して斜めに切り落とさ
れ、それぞれの高さ調整用スリット１９のスリット幅が、最上段連結パーツ１の稜線１６
Ｂ側において広げられている。このため、最上段連結パーツ１の稜線１６Ｂに対応する角
部から、いずれの高さ調整用スリット１９においても、コード７２を高さ調整スリット１
９の内部へスムーズに案内することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　その後、図３（Ｂ）に示すように、音響特性測定用マイクロホン７の筐体台座７１の角
部７４Ａ～７４Ｄがマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの一方の端部（稜線位置の
端部）からマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの内部に入り込む方向Ａに音響特性
測定用マイクロホン７を軸心周りに回転させて、音響特性測定用マイクロホン７の筺体台
座７１の側面をマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの他方の端部の切り口に接触さ
せる。これにより、音響特性測定用マイクロホン７の台座角部７４Ａ～７４Ｄがマイクロ
ホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄに保持される。このとき、図３（Ｄ）に示すように、各
マイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの切り口に形成された三角形状の切り込み１２
Ａ～１２Ｄに音響特性測定用マイクロホン７の筐体の凸部（角錐形状の筐体の稜線部）が
係合し、これにより音響特性測定用マイクロホン７のがたつきが防止される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３１】
　さらに、図３（Ｃ）に示すように、音響特性測定用マイクロホン７のコード７２を、マ
イクロホン保持スリット１５Ａの位置から、音響特性測定用マイクロホン７を回転させた
方向Ａと同じ方向に巻きまわして、最上段連結パーツ１のマイクロホン固定用スリット１
０内部に押し込む。これにより、図３（Ｄ）に示すように、音響特性測定用マイクロホン
７のコード７２は、最上段連結パーツ１のマイクロホン固定用スリット１０の両端部にく
わえこまれた状態で固定される。ここで、音響特性測定用マイクロホン７の筺体台座７１
の側面をマイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄの他方の端部の切り口に押し付ける方
向Ａに音響特性測定用マイクロホン７のコード７２が巻きまわされているため、音響測定
用マイクロホン７の逆まわりが阻止されて、マイクロホン保持スリット１５Ａ～１５Ｄか
らの音響特性測定用マイクロホン７の脱落が防止される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図４（Ａ）に示すように、最上段連結パーツ１の下端部を中間連結パーツ２の上端部内
側に軸心方向に挿入して、中間連結パーツ２の連結用スリット２２を、マイクロホンスタ
ンド１００の目標高さに応じた高さ調整用スリット１９に位置合わせし、この高さ調整用
スリット１９を露出させる。そして、最上段連結パーツ１のマイクロホン固定用スリット
１０から引き出された音響特性測定用マイクロホン７のコード７２を、中間連結パーツ２
の外側から、連結用スリット２２を介して、中間連結パーツ２内側の最上段連結パーツ１
の高さ調整用スリット１９内部に押し込む。これにより、図４（Ｃ）に示すように、最上
段連結パーツ１のマイクロホン固定用スリット１０に固定されたコード７２が、中間連結
パーツ２の外側から連結用スリット２２を通過して、中間連結パーツ２内側の最上段連結
パーツ１の高さ調整用スリット１９に固定されるため、中間連結パーツ２に対する最上段
連結パーツ１のスライドが阻止される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図５（Ｃ）に示すように、最上段連結パーツ１Ａのいずれの高さ調整用切り込み１９Ａ
に中間連結パーツ２Ａのスリット２２Ａが位置合わせされた状態において、スリット２２
Ａにより切断された中間連結パーツ２Ａの角部を、スリット２２Ａよりも下側の位置で、
最上段連結パーツ１Ａの高さ調整用切り込み１９Ａの内部に向かって押し込むと、中間連
結パーツ２Ａの側面２４Ｂ、２４Ｃが２本の折り山ライン２５で折れ曲がる。これにより
、スリット２２Ａの縁部が中間連結パーツ２Ａの内側に突き出して、中間連結パーツ２Ａ
の角部が最上段連結パーツ１Ａの高さ調整用切り込み１９Ａに挿入される。これにより、
最上段連結パーツ１Ａの高さ調整用切込み１９Ａの切り口のＶ字状の谷部に、Ｖ字状に折
れ曲がった２本の折り山の裏側が係合するため、最上段連結パーツ１Ａと中間連結パーツ
２Ａとがロックされる。ここでは、最上段連結パーツ１Ａに高さ調整用切り込み１９Ａを
高さ方向に複数形成し、中間連結パーツ２Ａの上端部にスリット２２Ａを一つ形成してい
るが、これに代えて、中間連結パーツ２Ａにスリット２２Ａを高さ方向に複数形成し、最
上段連結パーツ１Ａの下端部に高さ調整用切り込み１９Ａを一つ形成して、最上段連結パ
ーツ１Ａの高さ調整用切込み１９Ａ内に中間連結パーツ２Ａのいずれかのスリット２２Ａ
の縁部が折り込まれるようにしてもよい。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　１００：マイクロホンスタンド、　１、１Ａ、２、２Ａ，３：連結パーツ、　４Ａ、４
Ｂ：ベースパーツ、　５：支柱部、　６：ベース部、　７：音響特性測定用マイクロホン
、　１０：マイクロホン固定用スリット、１２Ａ～１２Ｄ：切り込み、　１３：切り込み
、　１４Ａ～１４Ｄ：側面、　１５Ａ～１５Ｄ：マイクロホン保持スリット、　１６Ａ～
１６Ｄ：連結パーツの稜線、　１７Ａ～１７Ｄ：連結パーツの側面の中心線、　１８：コ
ード挿入用スリット、　１９：高さ調整用スリット、　２２、２９、３２：連結用スリッ
ト、　２４Ａ～２４Ｄ：連結パーツの側面、　２５：折り山、　２６Ａ～２６Ｄ：連結パ
ーツの稜線、　４１：ベースパーツの差込部、　４２：ベースパーツの脚部、　７１：音
響特性測定用マイクロホンの筐体台座、　７２：音響特性測定用マイクロホンのコード、
　７３：音響特性測定用マイクロホンの筐体の稜線、　７４Ａ～７４Ｄ：音響特性測定用
マイクロホンの筐体台座のコーナ部
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